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麦は聖書の中にたびたび出てきますが、とりわけ『新約聖書』ヨハネ伝12章は
有名です。そこでは一粒の麦が多くの実を結び、やがて多くの人々に恵をもたら
すとあります。この教えを受け、世界で「一粒の麦」たらんと校内外で活躍する、
在校生、卒業生の動向を中心に取り上げ、本校での教育の今をお伝えしたい。
このような願いの元に「麦」と名付けられました。

特集 中学校 合唱発表会

高等学校 フェアウェルパーティ

新たな｢日常｣のカタチ

マスクで顔が見えなくとも、
表情豊かに歌い上げました。

昨年は仲間たちの歌声を直接聞くことができました。

ステージを目一杯使い、
感染対策も徹底しました。

有志の生徒達のダンスメドレー。 吹奏楽・弦楽部による｢ラデツキー行進曲｣
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　世界的な感染症の流行から早3年の月日が
経ちました。徐々にコロナ前の日常を取り戻しつ
つありますが、コロナ前と後では明らかに「日常」
の様子が異なります。
　例えばマスクの着用について。マスクの着用は
まさに新型コロナ感染症対応の「象徴的」な存在
でした。そのマスクについて、すでに一定の条件
下ではマスクの着用を求めないという指針が示さ
れており、もしかすると近い将来、マスクを全く
着けないコロナ前の「日常」が戻ってくるかもしれ
ません。しかし、それはコロナ前と同じ「日常」で
しょうか。おそらく違うのではないでしょうか。
　私たちが取り戻そうとしている「日常」はコロナ
前と全く同じ状況ではなく、あの未曾有の出来事
を経たからこそ創造できる「日常」であるように
思います。
　それは本校においても同じです。３年前、
約2ヶ月間の全面休校という、創立以来、前代未聞
となる経験をしました。そこから「ウィズコロナ」、
「アフターコロナ」というフェーズに即して、私たち
も徐々にコロナ前の学校の姿を取り戻しつつあり
ます。しかし、それら一つひとつにコロナの影響
を見てとることができます。
　最も顕著な例が発声を伴う集会行事です。
代表的なものが中学校の合唱発表会。記憶に
新しいことかもしれませんが、コロナ禍の学校
行事の中で最も大きな影響を受けたものだった
かと思います。室内で、人との距離が近く、発声を
伴う。コロナ禍においては避けるべき事柄に該当

します。本校において、歌うということは非常に重
要な意味を持ちます。毎日の礼拝の中で讃美歌
を讃美する時間があるからです。もちろん、音楽
の授業でも合唱指導はなされますが、歌うことが
できないというのは想像以上に大きな「日常」の
変化でありました。その延長線上にあるとも言え
る合唱発表会が開催できないことが、生徒にとっ
てどれほどのショックであったか、想像に難くな
いことです。
　しかし昨年度、3年ぶりにほぼ元の状態で開催
することができました。以前であれば中学校全
学年が一堂に会して行われていましたが、他学年
と接触しないように配慮し、クラスメイトとの
距離も保ち、マスクは着用したまま歌いました。
さまざまな制約がある中でしたが、生徒の中に
歌を歌うという「日常」が取り戻せた、非常に重要
な瞬間であったと思います。
　高校ではフェアウェルパーティを紹介します。
例年、12月に学外の施設を使って、受験を控えた
3年生への激励の意味を込めて、生徒会を中心に
下級生、教員が趣向を凝らした出し物を披露しま
す。新型コロナ以後は、校内での完全オンライン
配信など規模を縮小した形で行っていました。
2022年度は収容人数が大きな福岡サンパレスの
ホールをお借りし、密を避けながら開催しました。
オンラインではどうしても伝わらないライブ感、
息遣い、情熱。3年生にとって、受験や卒業を
間近に控えた中で貴重な財産となったことと思い
ます。

ペンライトや拍手で賑やかに鑑賞しました。
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SEINAN VIEW

中学校体育祭『POWER』
西南学院小学校の児童を招待

9月16、17日の2日間に渡り中学校体育祭が開催さ
れました。1日目は澄み切った青空の下で、2日目
は心地よい風に吹かれながら、生徒達は元気いっ
ぱいに競技に取り組みました。
昨年度は保護者の皆さまの観覧も再開となり、コロナ
禍以前に近い形で行うことができました。
グラウンドには大型ビジョンを設置し、競技中の
生徒を投影。競技に熱中する生徒達一人ひとりの
表情や、リレーのスタートを待つ緊張した面持ち
までも鮮明に映し出され、より一層盛り上がりを
見せました。体育祭定番の競技である綱引きや玉
入れも、独自のルールが追加され斬新な姿に生まれ
変わり、念入りに準備した応援合戦は、各ブロックとも

きりりと引き締まった見応え
のあるものとなりました。
また昨年度は例年とは異な
り、中学生に混じって可愛ら
しい姿がありました。西南
学院小学校から6年生の皆さんを招待し、一緒に
競技に参加してもらいました。中学生は上級生として
リードする姿が頼もしく、小学生は弾ける笑顔で
活き活きと楽しんでいる様子が見受けられ、小中
一体となった新たな体育祭の形が生まれました。
メインテーマである『POWER』にふさわしい、闘志
と活気で満ちた体育祭となりました。

変わりゆく林間学校
　高校の行事についてもう一つ、林間学校を紹介します。キリスト教に根差した
教育を行う本校の、いわば根幹にある取り組みが｢礼拝｣です。林間学校はこの
礼拝を中心として関東近辺のキリスト教関連の施設を巡りながら、学校とは違う
環境の中でキリスト教と出会い直していきます。
　ただ、やはりこの行事もコロナ禍以降、中止や実施内容の変更を余儀なくされ
ました。しかし、感染状況がやや小康状態を保っていた昨年の10月中旬、ほぼ
従来通りの形に戻して挙行することができました。
　東京では浅草周辺を自由に散策し、横浜では有名な中華街を自由に散策しな
がら腹ごしらえ、軽井沢では自然と文化に触れつつ思い思いの時を過ごします。
さらに、山梨県の清里にある清泉寮というところで大自然の中で食事と歓談の
時を楽しみます。ここはアメリカ出身の牧師であり教育者でもあったポール・
ラッシュによって開拓され、日米協会青年活動によるキリスト教研修の中心的な
施設でもあります。また、富士登山も欠かせない行程の一つです。五合目から
1時間弱のコースをガイドの方に導かれながら、富士山が見せてくれるさまざまな
顔を楽しみます。この富士登山の前後に宿泊する施設が東山荘です。東山荘は
1915年に、学生YMCA夏季学校（YMCAはYoung’ Men’s Chr is t ian 
Association キリスト教青年会の略）の常設館として開設された歴史あるキリ
スト教関連の施設です。ちなみに本校の創立が1916年ですから、ほぼ同時期に
設立されています。日常の喧騒から離れ、富士山を近くに感じながら緑豊かな
施設の中で普段とは違う落ち着いた時間を過ごすことができます。
　一方、軽井沢では恵シャレーという、キリスト教関連の施設を以前は利用して
いました。軽井沢の別荘地の真ん中に位置している好立地でありながら、やはり
ここも周囲を木々に囲まれ静寂の中で過ごすことができました。また、木材を
ふんだんに使用した礼拝堂はまさに静謐という言葉が相応しい厳粛さと温かさ
を併せ持った素敵な空間でした。しかし、2020年の10月末に長きにわたる働き
の幕を閉じ、施設自体が閉鎖されてしまいました。今現在、施設はほぼ取り壊さ
れ、往時を偲ぶだけとなっていました。今回は代替場所として軽井沢近くのホテ
ルを貸し切り、そちらにお世話になりました。
　コロナ禍の影響を感じつつ、従来の形から変更を余儀なくされた林間学校で
したが、変わらないこともあります。それは人との繋がりの再発見です。寝食を
共にし、SNSなどを介さない交流の時間を多く持つことができることが最大の
魅力だと思います。コロナ禍では直接的に他人と交流することが厳しく制限され
ましたが、そのような経験を経たからこそ、人と繋がることができる喜び、ありが
たさを大いに感じることができる旅となりました。
　新型コロナ感染症の話題を取り上げる機会も今回が最後になるだろうと思い
ますし、そうであってほしいと願っています。このように書くと後ろ向きなことばか
りが強調されるように思いますが、そうではありません。冒頭に触れましたよう
に、コロナを経ようと経まいと「日常」は常に変化します。西南学院はその変化を
敏感に、柔軟に感じ取りながら、その中で変わらないもの、すなわちイエス・キリ
ストという存在に信頼をおいて、新たな「日常」を創造できる者であり続けます。

大自然をトレッキングで満喫。 前日には富士山についての講話もうかがいます。

とても美しく晴れ渡った富士山。

3日目はカレーとソフトクリームをいただくのが定番。 日常を離れた環境で、聖書の言葉と向き合います。

軽井沢を自由散策。 夜はクラスメイトとレクリエショーンで楽しみます。

特集



2022年度の新たな取り組みとして、12月
16日金曜日の高1生・高2生クリスマス
礼拝の後奏用にチャペル前エントランス
と大階段を会場とし、大規模なオーケ
ストラを編成しました。ヘンデル作曲
『メサイア』の「ハレルヤ・コーラス」の
演奏を実現するため、音楽科授業での
入念な準備と各音楽系部活動の部員
たちの献身的な協力があったことに
感謝いたします。新型コロナの影響が
続き、礼拝の中で生徒たちと共に声高
らかに賛美することができなくなって
久しいですが、生徒によるオーケストラ
の音色と賛美の歌声が大きな希望と
安らぎとなりました。1・3年生の音楽選
択生、高校弦楽部・吹奏楽部の部員、
有志として参加してくれた生徒の皆さ
んのご尽力に心から感謝いたします。
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クリスマス礼拝

校舎に響き渡る
『メサイア』を聞きながら

「総合的探究」の取り組みの紹介

　昨年度、高校の「総合的探
究」において各学年、オリジナ
ルの課題に取り組みました。
3年生の｢哲学対話｣では、一つ
のテーマをさまざまな視点で
考え、更にグループでの対話を
重ねて掘り下げていき、1年生
は教科横断型のプリントを使
用して各自が考え、その後
グループワークを通して、集団
で課題の解決を考えました。
　2年生はSDG’sについての
考えを深めました。SDG’sの項
目に当てはまる具体的な問題
（例えば食品ロスやジェンダー

に関する問題など）をグループ
ごとに選び、詳しい説明や
グループで考えた独自の解決
策などを模造紙にまとめポス
ターセッションを行いました。
この活動で得た知識や発表
の仕方、アイデアなどを土台
に、解決策をまとめ、その内容
を今度はICTを活用してプレ
ゼンテーションを行いました。
生徒たち同士で互いに評価し、
チャペルで表彰を行うなど、
学びの良い刺激になったのでは
ないかと思います。

　私が１年生の時、当時の学習委員の先輩方のはた
らきで中学生の自習室利用可能時間が増加しまし
た。自分たちの意見で学校内での学習環境を改善し
ていけるということに衝撃を受け、私も周りの意見を
取り上げながら学校をもっと良くしていきたいと思
い、学習委員長に立候補しました。
　学習委員長としての１年間、定期的にアンケートを
取り、全校生徒の意見を聴いてきました。今年度、
特に力を入れたことは長らく課題であった「4時まで
学習」です。考査前の放課後学習の時間をより有意
義にできるよう、先生方に廊下に待機していただき、
時間内であればいつでも質問ができるようにした
り、静かに自習する人と、生徒同士で教え合いをする
人とが共に充実した時間を過ごせるように場所を

分けたりとさまざまな案を試行することができま
した。また、上級生へアンケートを行い、下級生へ
向けた学習アドバイスをとりまとめて配布もしまし
た。3年生に対してのアドバイスを作る際には高校生
にインタビューを行い、長期休みの過ごし方や高校
進学に向けてのメッセージをいただきました。また、
日々のスケジュールを記入するプランナーの活用
意識向上のために、プランナー大会を実施しました。
提出物などのスケジュール管理の向上に繋がった
のか、現在調査中です。
　私は中学校を卒業しますが、後輩にはこれからも
常に西南を更新していってほしいと思っています。
そして高校生になってもより良い環境作りに携
わっていきたいと思っています。

自由に発想し、互いを愛し、尊重し合いながら
学ぶことができる。それが西南学院の魅力だ
と感じています。私も生徒達と共に学び、成長
していきたいと願っています。日々の授業で
は、英語の「理解」だけでなく「体得」までを
目標としたデザインをしています。卒業後、
さまざまなフィールドで一人ひとりの生徒に
与えられた魅力が輝けるよう、西南での外国
語学習を通して将来の選択肢を大きく広げて
欲しいと思います。

国語科

石原 佳奈先生

英語科

阿部 慎太郎先生

それぞれに与えられている賜物を見つめ、磨き
をかけ、隣人のためにどう生かしていくかを
考える、これが「西南での」学びだと思います。
神さまから同じ時を生かされている者として、
生徒たちと共に悩み、考え、その成長を見守る
ことができればと願いながら、反対に生徒たち
に励まされることの多い毎日に感謝です。国語
という科目においては、自分の中で知識と知識
がつながる瞬間の心地良さを味わいつつ、思考
の土台を築いていってくれたらと願っています。

西南に この人あり

西南の教育の現在とこれから

中学校では学習委員を中心として、
生徒主体で自分たちが
学習しやすい環境作りを行っています。
2022年度学習委員長を務めた
吉岡心晴さんの談話です。

留学体験記
イギリス オックスフォードシャー州に留学

高等学校　田代 陸人さん

お気に入りのオックスフォードの街並み

肌で感じた文化の違い 

　僕はイギリスのオックスフォードに
３ヶ月間留学しました。オックス
フォードは、自然が多く伝統的な建物
が立ち並ぶとても綺麗な街でした。
学校ではさまざまな国・人種・宗教の
人がいる中で、関わる人それぞれが
生活様式や食べるもの、考え方など全
く違い、衝撃を受けました。高校生
のうちから、さまざまな文化の違いを
持った人がいることを知ることが
できてよかったです。
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SEINAN NEWS

中学校

高等学校

2022年度
各部・同好会

TOPICS

木室 湊太さん

アジア24の国・地域から208名が参加し、田代さんはその
一名として見事選抜されました。
世界で活躍する研究者やアジアのさまざまな国の学生と
ディスカッションを行い、多様な価値観の獲得とともに、
交流を深めることができました。科学の面白さに直接触れ
ることのできる、貴重な体験となりました。

高等学校 田代 英華さんPICK
UP

interview

活躍する
西南生！

サッカー部

福岡市早良区大会優勝！！！

中学校

夏の中体連・早良区大会において区大会優勝を
果たしました。実に30年ぶりの快挙です。遠征や
合宿も実施できない日々でしたが、3年生を中心に、
一人ひとりが主体性を持って自分の役割に責任を
持ち、支え合いながら練習に励みました。市大会
では初戦敗退となりましたが、最後の瞬間まで自分
たちのサッカーを貫く姿を見せてくれました。尊敬と
感謝の気持ちを胸に、これからもさまざまな分野で
活躍してくれることを願っています。

2022年度
各部・同好会
その他

TOPICS

野球部

クリスマスカップ3位！
2022年12月初旬、西陵中との合同チームでクリス
マスカップに出場し、3位となりました。最終戦の三
筑中との対決は最終回まで0－0でしたが，最後は
惜しくもサヨナラ負けとなりました。他校との交流
を通して、勝つことの嬉しさと難しさを共に経験で
きた大会となりました。

生徒会

生徒の代表として、体育祭などの校内行事
を盛り上げるとともに、オープンキャンパス
では西南の良さを校外に発信しています。今
年度は、使い捨てコンタクトケースを集めた
り、難民の方々に着なくなった服を集めて送
る「服のチカラプロジェクト」に参加したりす
るなどの活動にも主体的に取り組みました。

野球部女子剣道部 

『試練を耐え忍ぶ者は幸いである』という
聖書の言葉を掲げ、コロナによる大会中止や
活動制限の中でも、日々の練習に懸命に
取り組みました。

全国高等学校野球選手権福岡県大会に
おいて、約40年ぶりにベスト16となりました。
吹奏楽部は現地に駆けつけ、校内ではパブ
リックビューイングを行い、声援を送りま
した。

卓球部（女子）

先輩からのバトンを受け継ぎ
放送部

NHK杯全国中学校放送コンテスト出場

放送部

ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト
準々決勝進出

阿比留優香さんが
NHK杯全国高校
放送コンテストア
ナウンス部門にお
いて準々決勝進出
を果たしました。ま
た、福岡県高校放
送コンテストでは、
出原和奏さんが2
位、鈴木茉子さん
が3位の成績をお
さめました。更なる
活躍を期待してい
ます。

国際交流

2名の留学生を迎えました

3年ぶりとなる留学生をミャンマーとイタリアか
ら迎えました。高校２年生に所属し、授業や学
校行事を共に過ごし、親睦を深めました。帰国の
際には、チャペルにてこれまでを振り返り、自国
の文化などにも触れ、別れの挨拶を述べました。

学校行事(林間学校)

３年ぶりの林間学校！
東京の浅草観光や国会議事堂の車窓見学、横浜
中華街の散策や軽井沢での自由行動に富士山の5
合目トレッキング、富士急ハイランドを大いに満喫
しました。朝晩の礼拝では、教員や特別講師による
講話が行われ、日常を離れた中でキリスト教と向き
合う大切な時間となりました。クラスメイトと過ごし
た５日間は、生徒にとってかけがえのない思い出と
なりました。

夏の中総体早良区大会で準優勝、市大会でベスト4
に進出、県大会では目標であるベスト16に進出す
ることができました。秋の新人戦では県大会出場を
逃しましたが、その悔しさを糧に、皆で切磋琢磨
し、成長することができました。先輩のこの姿勢
が後輩にも受け継がれ、新人戦の県大会でベスト8
に進出しました。真剣に挑み続ける中で、たくさん
の大切なことを見つけられました。これからも新た
な目標に向かって皆で挑戦していきます。

中学放送部 下妻こはるさんが、福岡県中学校放送
コンテスト（アナウンス部門）で銅賞を受賞し、
NHK杯全国中学校放送コンテストに出場しまし
た。全国大会は本選出場にはいたりませんでした
が、原稿作成や発声の工夫などについて、練習の段
階から部員同士お互いに指摘しあえたことが、この
結果に繋がったと思います。これからも多方面での
活躍を期待しています。

アジアサイエンスキャンプ2022に参加
中学1、2年生は夏休みの宿題で読書感想文に取り組み
ます。青少年読書感想文全国コンクールにおいて、2022
年度は1年生2名、2年生2名が福岡県入選、1年生木室
湊太さん、2年生福山柊成さんが福岡県特選に選ばれま
した。なお、1年生木室湊太さんの作品は中央審査会（全国
コンクール）に進みました。

青少年読書感想文全国コンクール入選



5April 1. 2023  vol.45 Seinan Gakuin Junior - Senior High School 

世の光となっている
卒業生の“今”を紹介します

日常の中でふと思い出す
西南で過ごした穏やかな日々

　西南学院で過ごした高校時代、思い出すの
は楽しい記憶ばかりです。綺麗な校舎で友達
と笑いあった放課後、個性豊かな授業、和気
藹々としたスポーツフェスティバル、心落ち
つくチャペルの時間……どれもこれも、西南
らしい「自由な校風」から生まれた、穏やかな
時間でした。
　でも私にとって、高校時代に思いを馳せ
ふっと蘇ってくるのはなぜか「自習室」の記憶
なのです。いまはどうなっているかわかりませ
んが、私の通っていたころは吹き抜けの1階
部分にボックス状に机が並べてあり、陽の
落ちるのがはやい冬は、放課後に残って勉強
しているとあっという間に暗く、そして寒く
なったものでした。自習室といっても教室の

卒業生便り

フジテレビ
アナウンサー

『Live News イット！』メインキャスターとして出演中

（2010年高等学校卒業）
宮司 愛海さん

ように壁があるわけではなく、吹き抜けの
開かれた空間なので、冷たい空気がダイ
レクトに伝わってきます。時おりぶるぶるっ
と身震いしながらも、そのじんわりとした
寒さが眠気を吹き飛ばしてくれるのが
なんだか好きで、高校3年生の受験期に
は常にいたと言っていいほどでした。
　友達と過ごしたかけがえのない時間と
同じくらい、そうして一人勉強に明け暮れた
時間も、大切な高校時代の思い出です。
　東京でアナウンサーとして働きながら
時々思うのは、個々を尊重する雰囲気の
なか、のびのびと高校生活を送れて本当
によかったということです。中学時代、
日々をきりきりと生きていた私にとって、
そうした環境の中で高校時代を過ごせた
ことで、からだじゅうの力が自然と抜けて
いったのだと思います。それがなければ、
いまもきっと、とっつきづらい人間だったで
しょう。ありきたりな表現にはなってしまい
ますが、西南での高校時代がなければ、
いまの私はなかったと心から思います。

小野 瑞生さん
立命館大学　理工学部物理科学科　在籍

在校中、
一番印象に残っていること

訪豪研修に参加し、ホームステイをした
ことです。日本とは異なる文化の生活を
体験できました。現地の人々の暮らしを
知ることは個人で旅行に行っても体験で
きるものではないし、より自国の文化に
ついて考えるきっかけにもなりました。

大学生活、これは言いたい
大学生は自由な時間が多い分、それが有意義なものになるかは
自身の行動にかかってきます。私は2回生ですが研究室で簡単な
研究をし、とても充実しています。これも自分でチャンスを掴みに
いった結果だと思います。

在校中、
一番印象に残っていること

中高6年間部活動に励んだ日々です。
ハンドボールを通して、技術面はもちろん
精神的にも大きく成長することができま
した。共に練習に打ち込んだ同期と
は、定期的に集まるなど今でも盛んに
交流があります。

大学生活、これは言いたい
大学生活は「人生の夏休み」と言われ自由時間が多いからこそ、
その時にしかできないことに積極的にチャレンジする主体性が
大事です。もしその挑戦が失敗したとしても、今後の成長につなが
ります。

最後に一言
西南学院は学校の枠組みを超えて多くのプログラムを行っている
のでさまざまな経験ができる学校です。ぜひ積極的に現地に
足を運んで知見を広げ、充実した学校生活を送ってください。

最後に一言
西南は先生方とも距離が近く、悩んだり立ち止まったりしたときに
は親身になって相談に乗っていただき、充実した学校生活を過ごす
ことができました。ここでの出会いは私の成長の糧となり、とても
感謝しています。ぜひ西南で素敵な出会いをしてほしいです。

OB・OG interview

松尾 彩也香さん
西南学院大学　国際文化学部国際文化学科　在籍

遠矢秀三先生
 （元芸術家教諭）
 

　私が西南学院中学校に奉職したのは1980年
4月のことです。今のような中高一貫校ではなく、
それぞれが独立採算制で同じ敷地内（西新）で
はありますが別々な学校、そして男子校として
存在していました。今、その当時の面影が何か
残っているのかなと探してみたところ、一つだけ
ありました。それは中学１年生の教室廊下にある
「1986年度卒業記念」作品です。これを制作した
学年は現在51歳になっているはずです。もし
卒業生として母校を訪ねてきたら本当に懐かしが
るのではないでしょうか。これは当時の3年学年
主任発案で卒業記念として私に何か考えてほしい
と相談を受け、それで一人2枚ずつ銅板を配布し
約200人総掛かりで作らせたものです。
　今の生徒たちは何も知らないまま、その前を通
り過ぎるだけだったでしょうが、これにはそういう
意味合いのもの
であったと知っ
ていてほしいと
思い、紹介しま
した。
 

1916年の創立以来、本校は福岡の地でさまざまな歴史を
見てきました。このコーナーでは西南学院にまつわる思い出話を
紹介し、西南学院の歴史の一端をひもときます。

SEINAN
今昔物語

銅板で作られた校歌の歌詞
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国公立大学

北海道大

東京大

東京工業大 

京都大

大阪大

神戸大

九州大 

難関大学計

5

4

23

35

国際基督教大

学習院大

筑波大

東京外大

横浜国立大

広島大 

山口大 

九州工大

青山学院大

立教大

中央大 

法政大 

明治大

GMARCH計

福岡教育大

北九州市立

2

4

1

28

21

1

1

2

5

4

6

4

2

過去3年間の大学合格者数

早稲田大

慶応大

上智大

東京理大 

私立大学

関西学院大

関西大

同志社大

立命館大 

関関同立計 

早慶上理計

　大変個人的なことであるが、編集長を仰せつかってから3年の
月日が流れた。3年というと中学校、高等学校では「卒業」という
節目を迎える。広報部長より「広報誌の刷新を」という難題を与え
られ、どうしたものかと試行錯誤を繰り返しながらようやく形に
なってきたかと思う今日この頃。生来の怠け癖が折に触れて顔を
出し、原稿を書き上げるのも毎回ギリギリになってしまった結果、
全体のことに気を配ることができないこともしばしば。そんな私
のお尻をいつも叩き、微にいり細にいり支えてくださった事務職
の方が今号を以て退職される。移り変わりは世の常とはいうもの
の、その方の抜けた後の穴は誠に大きい。この場を借りて、その方
のこれまでの働きに謝意を示したい。とともに、後任の方にもま
たご迷惑をおかけすることになろう。先にお詫び申し上げておく。
奇しくも「変化」がテーマとなった今号において、本誌にも「変化」
の時がやってきた。退職される方に餞別の辞を、新しくなられる方
に歓迎の辞を。

Seinan,  Be True To Christ
西南よ、キリストに忠実なれ 隅石

〒814-8512 福岡市早良区百道浜1丁目1番1号
TEL（092）841-1317　FAX（092）845-6295
ホームページ https://hs.seinan.ed.jp/

西南学院は1916（大正5）年、米国南部バプテスト派
の宣教師であったC.K.ドージャーによって創立され
ました。その遺訓『西南よ、キリストに忠実なれ』
（Seinan, Be True To Christ）に示されている理念
を建学の精神として後継者たちが大切に今日まで
受け継いできました。西南学院は建学の精神とその
使命を基に、平和、人類愛、自由を理解し、真理に基
づき世界を導く人、他に先駆けて善や正義を実行す
る精神を持つ人、そして、他者や社会、さらに地球を
思いやる心を持ち、真の平和を実現する人を育成す
ることを目標にしています。

　西南の魅力はたくさんありますが、なかでも学校の施設が充実していることは西南
ならではだと思います。特に、理科の授業は特別教室で数多くの実験を行います。
教科書だけでは分かりづらい現象も、実験によって理解を深めることができました。
この経験が私の化学への興味・関心を掻き立て、志望校を決定するきっかけの一つ
になりました。
　授業はメリハリがあり、勉強に集中することができます。先生に質問すれば分かり
やすく教えてくださるなど、学習環境は申し分ないものだと思います。私も学校での
勉強のみで合格することができました。また個性豊かな先生や友人に出会うことが
でき、この出会いは高校卒業後も大きな支えになってくれると思います。
 

田中 遥哉さん 2019年高等学校入学　

　西南は、私の個性と自立性を高めてくれた場所でした。大学進学について本格的に
考え始めたのは高校２年生になってからでした。決して早くはないと思います。しかし、
部活動と勉強の両立、個性的な先生方との出会いの中で、自律心と多角的な視野が
培われ、受験に間に合わせることができました。また高校で留学をして、英語という強み
を持つことができ、結果的に受験にも有利でした。今考えると韓国やオーストラリア
など海外との国際交流プログラムを定期的に学校で行っていたことが、留学する決断
ができた1つの大きな要因でした。
　私は、西南で仲間や先生と共に成長できたことを幸運に思います。

石崎 聖さん 2015年中学校入学　

九州大学　理学部化学科　合格

筑波大学　体育専門学群　合格

※最新の合格者数については、ホームページをご参照ください。
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西南学院大 177161174
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1
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4

2

4

26

33

2023

1

2

3

4

3

8

6

4

佐賀大

熊本大
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11

11

8

13
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 聖句

どんなことでも、思い煩うのはやめなさい。
何事につけ、感謝を込めて祈りと願いをささげ、
求めているものを神に打ち明けなさい。

（フィリピの信徒への手紙4章6節）

進路、成績、何を食べよう、明日は雨が降るかな－目に映る、
心に浮かぶどんなことでも悩みの種にしてしまう私たちに聖書
は言います。「思い煩うな」－一人であれこれ悩むのでなく、
悩ましい状況の中にもきっとある成長のヒントに気づき、自分
が本当に願っていることを落ち着いて考える時として活かし
なさい。長い人生の喜怒哀楽をわかちあえる友を得ることは
青春時代の大切な課題ですが、加えて西南生には、私たちの
祈りを待っておられるお方に気づき、悩みの時も豊かに過ごす
対処法を学んでほしいと願っています。

新約聖書に「見失った羊」のたとえ話があります。100匹
の羊のうち1匹を見失ったとすれば、飼い主は残りの99匹
を置き去りにしてでも、その1匹を捜し回るという有名な
話です。中高生は成長段階の途中にあり、多くのことに
迷い、躓き、悩みます。私たち教師は、そのような生徒に
対して、知識と経験を駆使して、救いの手を差し伸べ
ようとします。しかし、私たち教師にも限界があります。
私たちが「神さま、助けて」と言いたくなる時があります。
そんな時、キリスト教学校には、「礼拝」があり、「祈り」が
あります。帰るべき場所を指し示す場と時があります。
これこそが、キリスト教学校の最大の強み、最大の
「恵み」ではないでしょうか。そして、迷子になっていた、
愛する生徒たちが立ち直り、平安を見出してくれた時、
その喜びは、その生徒たち以上に、私たち教師にある。
そんな学校であることを神さまに感謝します。

校長 早川 寛

キリスト教学校最大の「恵み」

私の合格体験記
国公立大学は九州大学を中心に、北は北海道から南は沖縄まで幅広く
全国に進学しています。また私立大学は西南学院大学をはじめ、関東
関西の難関大学へも数多く進学しています。
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